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『基礎看護学実習Ⅱ』における学生が捉えた患者－学生の相互行為にみる学生行動の特徴（原）
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【要　旨】

　【目的】学生が認識する患者－学生の相互行為を見出し，相互行為における学生の行動の特

徴を明らかにすることである．【方法】研究協力に同意した学生が実習終了後に提出した課題

レポートの「実習で体験した看護場面」の記述を抽出し，学生行動の主観的情報と客観的情

報を意味内容の同質性に従い分類した．分類結果を先行研究で明らかにされている「看護学

実習においてクライエントと相互行為を展開する学生の行動 1 4 概念」と照合し考察した．【結

果】①学生が記述した相互行為は 2 3 7 エピソードであった．②相互行為があったとする看護

場面の上位は，清潔援助（2 4 名 : 4 6 . 1％）とバイタルサイン測定（1 0 名 : 1 9 . 2％）であった．

③「看護学実習においてクライエントと相互行為を展開する学生の行動 1 4 概念」に照合した

結果，「情報収集による対象理解と理解深化に向けた情報収集反復」「学習資源活用による技

術提供と活用付加による技術提供中断」「対象理解深化に伴う技術提供の個別化とクライエン

トへの共感」に関する行動を自己と患者との相互行為として多く取り上げていた．【考察】レ

ポートは看護学実習における学生の複雑な行動概念の理解の一助とできること，及び，患者

－学生の相互行為における学生の行動の特徴は，「同一性拡散につながる可能性」「インシデ

ントにつながる可能性」「同一性の確立につながる可能性」が示唆された．

Key Words： 相互行為　看護学実習　学生の行動　

interaction, nursing clinical practicum, student behavior
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 1. はじめに

　A 大学看護学科の『基礎看護学実習Ⅱ』は，

5 つの達成目標のもとに 2 年次後期に開講（2
単位 9 0 時間）される．中でも「受け持ち患

者の看護上の問題に対して看護過程を用いて

解決する方法の基本を理解することができ

る」，「指導者の指導の下で既習の基礎看護

技術を受け持ち患者に適切に実践することが

できる」の 2 つの目標は患者や看護職者と

人間関係を形成させながら実践することで到

達される目標である．

　青年期に該当する学生の多くは核家族の中

で育ち，小児期や老年期にある家族との生活

経験が乏しく人間の誕生や死を身近に体験し

た者も少ない．このような状況を看護人材の

危機と判断した厚生労働省は，平成 1 9 年に

看護基礎教育の充実に関する検討会 1）を通

じて「看護学生の基本的な生活能力や常識，

学力が変化してきていると同時に，コミュニ

ケーション能力が不足している傾向がある．

そのため看護基礎教育では専門分野の学習を

深める他，職業に必要な倫理観や責任感，豊

かな人間性や人権を尊重する意識を育成して

いく必要がある」とし，新たな看護基礎教育

の課題を示した．学生が人間関係を構築させ

る力をいかに獲得していくのか，また，その

過程を指導する効果的な方法を模索し検討す

ることは，看護学教育にとって重要課題であ

る．

　こうした特性を有する現代の青年期の学生

が，『基礎看護学実習Ⅱ』で初めて 1 人の患

者を受け持つ．その時，患者への関わりは一

方向ではなく，互いに影響を及ぼす．学生が

どのような場面を相互行為と捉え，学生のと

る行動にはどのような特徴があるかを解明す

れば，学生と教員が実習目標達成という同じ

方向に向かって学習活動を進めるうえで，活

用可能で有益な基礎資料が得られると考えら

れる．看護学教育研究の領域では，実習に関

連する数多くの研究が報告されており，先行

研究を概観すると，学生を対象とした研究は

看護学教育研究全体の 7 割以上 2）である．

その中で患者－学生間相互行為に関連した研

究には，「クライエントとの相互行為が学生

の円滑な学習活動を阻害する要因となる一

方，促進する要因ともなる」 3），との報告や，

「学生は特定の臨床状況において，患者，家

族，その他の医療専門職とかかわった時に，

かかわりのスキルを最も強力に学ぶものであ

る．そこで学生たちは調整された知覚力と賢

明な臨床アセスメント能力を発達させてい

く」 4）する報告がある．阿部ら（2 0 0 9）の

研究 3）では，看護学実習においてクライエ

ントと相互行為を展開する学生の行動の分析

から 1 4 の構成概念を明らかにするなど，看

護学実習における患者－学生間相互行為に関

する研究は累積されつつある．

　本研究では，看護学生として初めて受け持

ち患者と相互行為を展開する看護場面に着目

し，学生が認識する自己と患者との相互行為

を見出し，相互行為における学生の行動の特

徴を明確化しようとするものである．加え

て，実習終了後のレポート内容を先行研究の

「看護学実習においてクライエントと相互行

為を展開する際の学生行動 1 4 概念」 2）と比

較検討し考察を試みる．

2. 研究目的

　本研究の目的は，学生が認識する患者－学

生の相互行為を見出し，相互行為における学

生の行動の特徴を明らかにすることである．

2.1. 用語の定義

　相互行為 2）とは，人間と人間のあいだの

知覚とコミュニケーションのプロセスであ

る．また，目標を目指す言語的もしくは非言

語的行動で示され，直接に観察できる行動で

ある．
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　行動 2）とは，身ぶりや発語など言語的・

非言語的に人間が示す振る舞いである．外部

からの観察が可能であり，意識的なものと無

意識的なものの両者を含む．また，行動は人

間の知覚から生じ，知覚の影響を受ける．

　同一性の確立・同一性の拡散 5）とは，エ

リクソン（1 9 0 2 - 1 9 9 4）の同一性理論に基

づく概念である．エリクソンは，健康なパー

ソナリティの発達と危機のなかで，青年期の

発 達 課 題 を「 自 我 同 一 性（ ア イ デ ン テ ィ

ティ）」とし，社会的な危機を「自我同一性

の拡散」とした．自我同一性の危機は青年期

に自我確立の問題として現れることが多い．

2.2. 実習の概要

　『基礎看護学実習Ⅱ』の目標は①受け持ち

患者の入院生活と患者を取り巻く望ましい環

境について理解できる②受け持ち患者の看護

上の問題に対して，「看護過程」を用いて解

決する方法の基本を理解することができる③

指導者の指導の下で，既習の基礎看護技術を

受け持ち患者に適切に実践することができる

④患者を中心とした医療チームの連携の必要

性を理解し，チームにおける看護の機能と役

割について述べることができる⑤看護を学ぶ

学生として自ら課題を持ち，志向する看護専

門職としての望ましい態度の涵養を図ること

ができる，の 5 つである．

　学生のレディネスは，2 学年後期最終段階

にあり，基礎看護学に配当された必修科目を

全て修了した状態である．実習方法は，臨地

実習に赴き 1 名の受け持ち患者を通して看

護の基本を学ぶ．

3.　研究方法

3.1. 研究デザイン

　内容分析研究

3.2. 研究対象者および研究データ

　研究対象者は，平成 X 年度『基礎看護学

実習Ⅱ』履修学生を研究対象者とし，研究協

力に同意した学生が当該実習終了後に提出し

た課題レポート「実習で体験した看護場面に

おける自己と患者との相互作用」をデータ

ベースとした．

3.3. データ収集の手順

　平成 X 年度『基礎看護学実習Ⅱ』を実施

した学生 8 8 名に研究協力を依頼した．研究

対象者への研究目的・方法について口頭と書

面による説明を行った．

3.4. 本研究の信頼性

　本研究の信頼性確保のため，内容分析を用

いた研究経験をもつ研究者からスーパーバイ

ズを受け，解釈や分類に偏りがないか共同研

究者間で検討した．

3.5. 倫理的配慮

　対象学生に対し『研究の目的，調査の概要，

協力の有無は自由意思によるものであり，協

力しなくても不利益はなく，今後の成績にも

一切関係ないことを説明した．データとなる

「課題レポート」は，氏名・学籍番号を削除

して使用し，本研究目的以外に使用しないこ

と，収集したデータは鍵のかかる場所に保管

し，分析後 5 年間厳重に保管の上，シュレッ

ダーにより粉砕することを説明した．課題レ

ポートと研究同意書の提出には，学生の意思

決定に影響を与えないよう教員不在の場所に

提出ボックスを設けた．なお，以上の倫理的

配慮は常葉大学倫理審査委員会の承認を得

た．（研静 1 8 - 2）

4. 分析方法

　分析方法には，「B e r e l s o n , B . の方法論を

参考にした看護学教育における内容分析」2）6）
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を適用した．まず，学生が「実習で体験した

看護場面」をどのように捉えているか明確に

するために，取り上げられている看護場面の

抽出を行う．次に文脈から一連の相互行為を

構成する意味ある文脈の区切りを１現象とす

る．抽出された「看護場面における自己と患

者との相互行為」における現象をデータベー

スとし分析した．

4.1. 実習で体験した看護場面の記述の抽出

　「B e r e l s o n , B . の方法論を参考にした看護

学教育における内容分析」に基づき，実習で

体験した看護場面を抽出した．データの多様

性に惑わされず一貫性を維持するために，

「学生は，看護学実習Ⅱにおいて，何を“体

験した看護場面”と捉えているか」との問い

を設定した．また，問いに対する回答文は「学

生は，実習中（　　　　）という看護場面に

直面している」と設定した．

4.2. 看護場面における自己と患者との相互

行為における学生の行動の分析　

　抽出された看護場面を記述する文脈から，

学生行動の主観的情報と客観的情報を意味内

容の同質性に従い分類し，先行研究 2）で明

らかにされている「看護学実習においてクラ

イエントと相互行為を展開する学生の行動

1 4 概念」と照合した．これにより，平成 X
年度『基礎看護学実習Ⅱ』履修学生における

自己と患者との相互行為を展開する学生の行

動の傾向を分析した．

5. 結果

　8 8 名中，同意の得られた 5 3 名（6 0 . 2％）

のレポートを分析データとした．

5.1. 実習で体験した看護場面の結果

　学生が取り上げた「実習で体験した看護場

面」の記述結果（表 1）は，清拭 1 2 名，バ

イ タ ル サ イ ン の 測 定 1 0 名， コ ミ ュ ニ ケ ー

ション 7 名，シャワー浴介助 5 名，足浴 3 名，

看護師行動の観察，リハビリ同行 3 名，環

境整備・全身観察・陰部洗浄各 2 名，検査

に同行・多職種連携・食事の見守り・教育指

導各１名の 1 4 種類であった．清潔援助であ

る，清拭・シャワー浴介助・足浴・環境整備・

陰部洗浄の看護場面を取り上げた学生は 2 4
名（4 6 . 1％）と約半数を占めた．

表 1　実習で体験した看護場面の記述結果

n ＝ 5 3

5.2. 自己と患者との相互行為における学生

の行動の結果

　相互行為を記述する文脈を抽出した結果

2 3 7 現象が示された．記述内容の一部抜粋

を（ 表 2） に 示 す．2 3 7 現 象 を 阿 部 ら 2）に

より先行研究で示されている「看護学実習に

おいてクライエントと相互行為を展開する学

生の行動 1 4 概念」に照合し分類した結果を

図 1 に表す．1 4 概念に該当しない内容が抽

出されたため，その他とした．以下に概念の

内容と件数を示す．

第 1 概念：「許諾獲得によるクライエント個

人空間への侵入と侵入好機獲得に向けた待

機」6 件
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第 2 概念：「情報収集による対象理解と理解

深化に向けた情報収集反復」5 1 件

第 3 概念：「対象理解深化に伴う技術提供の

個別化とクライエントへの共感」4 3 件

第 4 概念：「クライエント承諾獲得による技

術提供とプライバシー配慮による技術提供機

会喪失」11 件

第 5 概念：「学習資源活用による技術提供と

活用付加による技術提供中断」4 6 件

第 6 概念：「技術提供不適切さの修正と修正

不可による技術提供中断・強行」1 8 件

第 7 概念：「技術提供円滑化に向けた協力獲

得と未獲得による技術提供不可」3 件

第 8 概念：「技術の未熟さ自覚によるクライ

エントへの苦痛惹起懸念と懸念払拭」8 件

第 9 概念：「指導者演示の模倣による技術提

供と指導者技術提供補助に向けた役割の負

担」2 2 件

第 1 0 概念：「反復学習による技術提供迅速

化と技術提供迅速化に向けた原則からの逸

脱」2 件

第 11 概念：「クライエント要求への応諾と

棄却」5 件

第 1 2 概念：「失敗反復によるクライエント

からの疑念容認と疑念打破に向けた失敗の否

定」0 件

第 1 3 概念：「クライエント行動変化解釈に

よる関係悪化察知と黙殺」1 件

第 1 4 概念：「関係形成確信によるクライエ

ントへの心情開示と時間共有」6 件

その他，1 4 概念に当てはまらなかった現象

が 1 5 件抽出された．

6．考察

6.1. 実習で体験した看護場面

　学生が取り上げた看護場面は，清潔援助と

バイタルサイン測定を記述する学生が多かっ

た（表 1）．清潔援助には，対象の清潔習慣

を支える，身体の観察，コミュニケーション

を深めるなどの看護の役割 7）がある．学生

は情報収集のためだけに訪床したときより

も，清潔援助（2 4 名）やバイタルサイン測

定（1 0 名）に訪床した看護場面を抽出し記

述していた．清潔援助では，一定時間患者と

向き合い，患者の思いを聞き，タッチングを

交えながらコミュニケーションを図り，患者

の反応を観察し学びを深めていると考えられ

た．

　実習で体験した看護場面は，清潔援助とバ

イタルサイン測定と捉えていることが多く，

教育指導の場面は 1 名のみの記載であるこ

図 1　A 大学学生のレポートにみる「看護学実習においてクライエントと

相互行為を展開する学生の行動 14 概念」に分類した結果　n ＝ 237
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とからも，学生が捉える相互行為には偏りが

あることがわかる．教員はこの結果を知るこ

とにより，学生理解の一助とすることがで

き，学内での教授活動に活かすことが可能に

なる．また，学生にとっては実習の事前学習

の項目に挙げることができる．
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6.2. 自己と患者との相互行為における学生

の行動の特徴

6.2.1. 記録単位数

　収集されたデータから 2 3 7 記録単位の学

生行動が示された．記述の最も多かったのは

第 2 概念（5 1 記録単位），次いで第 5 概念（4 6
記録単位），第 3 概念（4 3 記録単位），第 9
概念（2 2 記録単位）であった．平成 X 年度『基

礎看護学実習Ⅱ』履修学生は，情報収集によ

る対象理解，技術提供の個別化，技術提供・

技術提供中断，指導者演示の模倣による技術

提供，に関する行動を自己と患者との相互行

為として多く取り上げていた．

　第 1，7，1 0，11，1 2，1 3，1 4 概念に関

する記述は其々 6 記録単位以下であった．こ

れらの概念は，許諾獲得により患者個人空間

に侵入する，技術提供円滑化に向けて協力獲

得する，反復学習による技術提供迅速化の行

動・技術提供迅速化に向けた原則からの逸

脱，患者要求への応諾・棄却，失敗反復によ

る患者からの疑念容認，患者の行動の変化解

釈による関係悪化の察知，患者への心情開示

と時間共有，などの行動概念である．平成 X
年度『基礎看護学実習Ⅱ』履修学生は，これ

らの行動を自己と患者との相互行為として取

り上げている記述は少数であることが明らか

になった．

　自己と患者との相互行為の振り返りレポー

トを内容分析した結果，「情報収集による対

象理解，技術提供の個別化，技術提供・技術

提供中断，指導者演示の模倣による技術提

供」に関して数多くの学生が注目し，伝える

ことができていた．内容分析はコミュニケー

ションの明示的内容の客観的，体系的かつ数

量的記述のための調査技法である 6）．そのた

め，記録単位数が少ないことは，学生が表現

できていない，伝えることができていないこ

とを意味するが，重要と捉えた学生が少ない

かどうかは明らかになっていない．

　舟島 2）は，看護学実習が学生にとってき

わめて複雑な授業であると述べているよう

に，Ａ大学においても実習で生じる現象は複

雑であり，記録内容は多岐にわたっていた．

そのような複雑な現象を学生が表現できず，

記述単位数が少ないとしても，表現できてい

ない部分に重要な概念が存在する可能性があ

る．本研究ではまず，平成 X 年度『基礎看

護学実習Ⅱ』履修学生の行動を先行研究で明

らかにされている 1 4 の概念に照合すること

で，教員は看護学実習における学生の複雑な

行動概念の理解深化につなげることができ

た．

6.2.2. 同一性拡散につながる可能性のある

行動

　第 5 概念：「学習資源活用による技術提供

と活用不可による技術提供中断」，第 6 概念：

「技術提供不適切さの修正と修正不可による

技術提供中断・強行」第 7 概念：「技術提供

円滑化に向けた協力獲得と未獲得による技術

提供不可」に着目すると，これらの行動は，

青年期にある学生の，同一性拡散に結び付く

可能性のある行動の特徴といえる．青年期に

は誰もが「私らしいとは何か」と自己への問

いを持つ．そのような時期に，自分の表現に

対する他人の反応や態度を知ることによっ

て，はじめて気付いていない自分自身を知る

ことになる 10）．「シャワーのお湯を普段私が

設定する温度にした．患者さんは“ちょっと

熱いかな．”と不快感を与えてしまった．今

回の足浴では患者さんに温度，圧力，痒みな

ど聞きながら行った．」に示されているよう

に，学生は既習の学習資源を活用することな

く 自 分 の 好 み の 湯 温 を 設 定 す る， 患 者 は

“ちょっと熱い”という反応を示す，学生は

その反応を受け取り，不快感を与えてしまっ

たと気付く，次の援助では不適切さを修正し

た行動に変化する様子が記述されている．こ

のような状況において「私は看護師に向いて

いないのだろうか．」「私のなりたい仕事は
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看護師ではない．」といった，同一性拡散に

つながる可能性のある行動の特徴が明らかに

なった．

6.2.3. インシデント・アクシデントにつな

がる可能性のある行動

　概念 1 0：「反復学習による技術提供迅速化

と技術提供迅速化に向けた原則からの逸脱」

概念 11：「クライエント要求への応諾と棄却」

概念 6：「技術提供不適切さの修正と修正不

可による技術提供中断・強行」に着目すると，

これらの行動はインシデント・アクシデント

につながる可能性のある行動である．学生の

記述には「次第に経験を積むにつれ測定がス

ムーズになった．」に示されているように，

学生は反復学習により技術提供が迅速化して

いる．

　A 大学は静岡県内在住の学生が多く地域に

根ざした大学である．静岡県の地域性に注目

すると，平成 2 8 年度県政世論調査 8）では，

行 政 機 関 へ の 意 見 や 要 望 が「 あ る 」 人

4 1 . 6％のうち，県に「伝えた」人は 1 8 . 6％

であった．また「伝えなかった」人のうち，

伝えなかった理由は「伝えても無駄だと思っ

たから」が 6 6 . 8％と最も多かった．これは

行政への意見に関する調査であるため，看護

系大学生にも同じ結果が表れるとは言いきれ

ないが，静岡県の地域性として，意見を伝え

ずに見過ごす傾向があるといえる．医療の場

に置いて不適切さを修正せず見過ごすことは

インシデント・アクシデントにつながる可能

性がある．

　また，大学生を対象にした学習生活実態調

査報告書 2 0 1 6 年 9）によると，「友達と話が

合わないと不安に感じる」と回答した大学生

は 2 0 1 2 年 4 2 . 0 ％から 2 0 1 6 年 5 6 . 9 ％と 4
年前より 1 4 . 9 ポイント増加している．この

調査結果からも，現代の大学生は自分の意見

が他者と異なることに対して不安がある者が

増加していると考えられた．

　看護学実習において，学生は同じ技術を繰

り返し提供することにより，迅速に技術提供

ができるようになる．一方，「A さんは“お

風呂に入りたい”とおっしゃったので急遽実

施した．」と示されるように，迅速な技術提

供を意図しすぎることで物品を確認せずに実

施したり，原則と異なる方法で実施し，イン

シデント・アクシデントにつながる可能性が

ある．当該の場面は，「クライエント要求へ

の応諾」の行動である．この概念が示すよう

に，本研究においても学生は患者の要求を

とっさに応諾する行動があることが明らかに

なった．教員はこれら行動の特徴と地域性，

大学生の傾向を理解したうえで，看護学実習

における学生行動に注意を払う必要性が示唆

された．

6.2.4 同一性の確立につながる可能性のあ

る行動

　2 3 7 記 録 単 位 の 学 生 行 動 の 中 に，「 嬉 し

かった」「よかった」「○○という言葉をも

らった」「やりがいを感じた」「モチベーショ

ンへつなげた」「こんな看護師になりたい」

「看護師になると決めた」と肯定的な表現で

記述されている 1 5 記録単位が示された．こ

れらの記録単位は「看護学実習においてクラ

イエントと相互行為を展開する学生の行動

1 4 概念」に照合を試みたが当てはまる概念

が見当たらず，「その他」と示した．

　記述内容は 2 つの傾向に分けられていた．

1 つは学生の行動により患者が喜んでくれ

た，患者の回復を観察できたから嬉しい，と

した感謝の反応を受けた場面の記述が 8 記

録単位であった．他の 7 記録単位は「手を

つけてないおかずを指差して“苺のゼリーで

すよ．苺は好きですか”と尋ねた．“苺は好

きよ．”と言い食べてくれた．食べてくれた

ときはとても嬉しかった．見ているだけでは

何も進まないのだと感じた．」と示されてい

るように，モチベーションの向上につながっ
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『基礎看護学実習Ⅱ』における学生が捉えた患者－学生の相互行為にみる学生行動の特徴（原）

た相互行為場面として記述されている．エリ

クソン 10）は青年期における発達課題につい

て，「私は何か」「私は何になりたいのか」

といった自己への問いがあり，その答えを見

出せず「自己同一性の確立」に失敗すると自

己喪失状態となり「同一性拡散」と言われる

精神的危機状態に陥ると述べている．この場

面において学生は，最初は患者に声を掛ける

ことなく食事の見守りをしている．患者の反

応はゼリーに手をつけずに食事を終了しよう

とする，学生はその行動を見て声を掛ける，

患者は学生の声を聞き取り，手を動かしゼ

リーを食べる．学生はとても嬉しかった，と

レポート記述によって振り返っている．この

ような相互行為によって学生は「自分」を形

成し自分の果たすべき役割を果たしひとつひ

とつ自己同一性を確立していくと考えられ

る．「その他」に抽出された 1 5 記録単位は

いずれも自己同一性の確立につながる行動で

あるといえる．

　本研究の期待される成果の一つは，教員が

実習中の学生行動の特徴を理解する際の一助

とすることである．また，実習前に学生－患

者間の相互行為場面の知識を持ち，準備を整

えることができれば学生の不安の軽減やイン

シデント・アクシデントを未然に防ぐ行動に

つながる可能性がある．

7. 今後の課題

　本研究では内容分析法に基づき分析した．

この方法は「学生がどのように記述・表現・

伝えられているか」が明らかになる．しかし

表現できていない学生の意図や患者側の影響

ならびに効果を明らかにしたことにはならな

い．また，A 大学における平成 X 年度の学

生 5 3 名のデータに限定されている．これら

の点について本研究の限界といえる．今後，

他学年にも対象を広げ，継続的に実習支援の

内容や方法について検討していく必要がある．

8. 結論

　『基礎看護学実習Ⅱ』実習終了後に提出さ

れた課題レポート「看護場面における自己と

患者との相互作用」の内容分析により以下の

ことが明らかになった．

1 ） 相互行為があったとする看護場面の上位

は，清潔援助（2 4 名 : 4 6 . 1 ％）とバイタ

ルサイン測定（1 0 名 : 1 9 . 2％）であった．

2 ） 「看護学実習においてクライエントと相

互行為を展開する学生の行動 1 4 概念」に

照合した結果，「情報収集による対象理解

と理解深化に向けた情報収集反復」「学習

資源活用による技術提供と活用付加による

技術提供中断」「対象理解深化に伴う技術

提供の個別化とクライエントへの共感」

「指導者演示の模倣による技術提供と指導

者技術提供補助に向けた役割の負担」に関

する行動を自己と患者との相互行為として

多く取り上げていた．

3 ） 相互行為における学生の行動の特徴は

「同一性拡散につながる可能性のある行

動」「インシデント・アクシデントにつな

がる可能性のある行動」であった．
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